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平械宮跡発掘躙査部

1. はじめに
平城宮跡発掘関査部は、これまで平城宮南辺において数次に

わたる調査（第 16次 •32次 •32次補· 122次・ 130次・ 133次・ 1

43次・ 155次・ 165次・ 167次・ 175次）を行ってきたが、なかで

も167次、 175次製査によって壬生門のすぐ西方の役所跡が兵部

省にあたると推定するに至っている。第 206次調査は兵部省の

全体の規模、ならびに省内の建物紀置を確定するのが主な目的

である。調査は 10月3日から始まり、現在なお継続中である。

調査予定面積は約 2840nf、今回遺構検出済面積は、その北半分
の約 I500nfである。

2. 検iJ}追構
今回の調査によって検出した遺構には、築地塀 1条、礎石建

物 2棟．門 1棟、掘立柱塀 4条．それらに伴う雨落溝などがあ
る。

東両策地・・・東面築地は壬生門心の西 40mに位置する。築地

本体は後世の削平を受け、わずかに基底部の築土が残るのみで

あるが、築地に伴う東西の雨落溝や 167. 175次関査の成果等か

ら基底帽 2.1m (7尺）の築地に復原できる。南北溝 1は東面築地

東側の雨落溝である。幅約 1.5m、東面築地に平行するが、東

門手前で東側に折れ、南に流れる。南北溝 2は東面築地西側の

雨落溝であり東面築地に平行するが、東門の手前で止まり、木

樋暗渠により、築地塀の下をくぐり、南北溝 1に通じる。この

東面築地には、敷地内側に築地心の西約 3.2mに礎石を据えた

礎石建ちの廂がとりつき、 175次で検出された西而築地と同様
片府の築地となる。廂の柱間は 3.3m(IJ尺）等間。

握・・・東西約42 m分を検 1,し。柱間は 2.7m (9尺）前後。掘

立柱の塀で、柱穴の大半に柱根が残る。この塀は基底部に基壇

を伴い、丸瓦を長韻方向に並べて化粧としている。塀の南北に

は雨落溝が伴う。 175次で検出された東西掘立塀に続く塀であ
る。

（＊）現在のところ築地と塀については三時期 (a~ o) の
変遷があったと考えられる。 aJO]は築地塀で区画した

内部に各建物が独立して存在する。 b期は築地にとり

つく東西塀を設置するとともに各建物を塀によって区

画する． o期は、築地に片廂を設ける。これに伴い築

地西側の雨落溝（南北溝 2) を埋め、新たに南北構 3

を設けた。片廂を設けることによってできた空間に部

屋としての機能を持たせたとも考えることができる。

座・・・東面策地に開く礎石建ちの八脚l'1。桁行中央llll4. 2 
m (14尺）、脇間 2.Im (7尺）。梁間 2澗、 2.Im (7尺）等澗。門

の東側雨落溝は．幅約 I.Om、門前で大きく東側に張り出す。

門の西側雨落溝は河原石を南北にならべ縁石とする。この座凹

が、兵部省の iJ.；l',Jである可能性が，けいと井えられる．

欝石綽物 1. ．•南北 3 間、柱間 3.9m (13尺）、東西 2間、柱

fill 3.0m (!OR)(J)礎石建物である。すでに礎石は抜き取られて
おり礎石抜き取り跡に根石が残る。 175次調査で検出された礎

石建物と東西対称位置をなす。建物1!1lりには雨落溝がめぐり凝

灰岩で基壇化粧を施したあとがみられる。座Elから僻石建物 1
の南側柱に掘立柱の握且“が延び、これはさらに掘4ーとして建物
西側に 1間分延び、北折するとみられる。

礎石蜻物 2．．・桁行 5間の礎石建物、柱間約 3m(10-11尺）．

近鉄線のため建物の全体は検出不可能であるが、兵部省内建物

配置などから、梁間 2間と想定できる。位箇や規模からこの建

物が兵部省の中心的建物と考えられる，建物周辺には河原石で

縁どった雨落溝がめぐる。
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3. 出土遺物

出土遺物の大半は瓦である。これは、建物周りや東西塀の基

壇化粧が瓦敷きであったことに加え、礎石建物や築地に大最の

瓦が托かれていたからにほかならない。長岡京への遷都に伴い

不要な瓦がここに廃棄されたものとみられる。ここでの卓f瓦は
少数の薩原宮式を除くと、奈良時代後半の 6225-6663型式と 628

2-6721型式の 2つの組み合わせが主体となる。今のところこれ

らが礎石建物などに葺かれていたと推定される。瓦以外では土
器類が出土している。

4.兵部省

奈良時代の律令制による中央行政組織は、二官八省一台によ

って構成されている。兵部省は．右弁官のもとで軍人の人事や

軍隊の監督を司った。

今回調査中の役所跡が兵部省と推定されるのは次の理由によ
る。

平城宮の役所配置を、かなりの部分受け継いだ平安宮の宮城

図によると、朝堂院（八省院）の南面東部に式部省、南面西部

に兵部省の役所がみられる。平城宮第二次朝堂院から壬生門に

至る第二次朝堂院南方官街群の中で壬生l'りのすぐ西方にあたる
今回の発掘地区は、この兵部省の位置にあたる。また、以前の

調査では、この役所西辺の溝から「兵部厨」、 「兵厨」、 「兵

部」などの星沓土器、造兵司や考課（勤務評定）にかかわる木

簡等が出土しており、これによっても兵部省に比定できる。さ

らに、壬生門を中心輯線に今回発掘地区と、対称に東に位買す

る役所跡から役人の勤務評定の木簡が出土して、この地区が式

部省と推定され、これも平安宮宮城図の内容と対応する。

また、平安時代の文献「西宮記」によれば、兵部省の築地は

片府であったことが知られるが、この点も 175次、並びに今回
の発掘成果と一致する。

以上の諸点から、この役所跡が兵部省と推定できる．

5. まとめ

推定兵部省の建物配置は、兵部省遺構配置図に示したように

北側に東西棟が 3棟並び、その前而の東西に南北棟が各 2棟並

ぷ左右対称のいわゆるコの字型配寵を推定できる。平城宮跡で

は、これまで八省クラスの役所跡は内裏東方で、宮内省・太政

官と推定される遺構を発見しているものの必ずしも実体が明ら

かになっているわけではない。今回の調査によって兵部省の建

物配置のほぽ全貌を明らかにすることができた意義は大きい。

ただし、現在確認している遺構は奈良時代後半のものと考えら

れ、それ以前の状況については、兵部省が当該地にあったかど

うかの問題も含め、なお検討の余地を残している。

2
 



内

"―――’’ !ii:＇! ＇ 
夷

伝i目
匝
一

N
A
 

I J!i 

I
I
I
I
I
I
 

-
7
 

—
+1 
_-―
 
，
 

＿＿＋ =-, 

二

十

位l-―狂
二
十こ言―_-

』
一
＋
ー
—

一
9
1
,
'
1
9
9
,
．

-

IIIL-

ー

ー

,

1

1

,

 
1

r

 

+J
饂

障

り

“

,

1

.▲

*
1
 

．

叫

＂

卦

L
-

脚

r

廿＂り
h
'
＂＂
J
-

北

i
]――

南二；
i

l

物

二ニ
＋
建
．

―-l
 

l-

-i+_1 

r
I
I
I
I
I
.
 

―’
,
1
9
9
9
9
9
 

塀 1’

＇ 
、

C,I1 
,
I
 ー
・

I
I
I
I
 

朝
堂
院

I
I
I
I
 

―― 

＇ ＇ 院殿
,‘、

“
 

朝

面岬
1

一
ー
・
・
-

●●●一●ーて

； ； ． ． ．： 
9,  

175次
平械宮II
(8世紀後半）

こ
~

近鐵縁・
¥¥1 -

・集畢鯰

．．．．．．． 
會

9
,

．

9
9
 ... ,
 ．．
 
,
 

.
+
|
4
1
 

,
U
 
冒
蒻
惰
鱈

塀 2

---― 鼻

瓦敷

：：：＝＝c口にふ 03

建

物

E

ー
ー
ー
ー
ー
！
！

il11IIIfhhu"II
り

"r"＂＂

‘
,
1
,
‘
.
1
1
9
1ー

1
1
1
1
9
1
・1

,

1

1

1

1

1
ー

1
1
1
ー

1
1
9

冒
冒
讐
璽
艤
璽
，
＇
；
璽
．
＇

い
—
r
h
"
U
ソ
H
,
＂
り

A
U

入
り
'
u
d
b
"
A
“
n
り
s
、h

・

十

一

―

―

l

-

l

ー・

"1111d"11911
いいい＂り＂＂＂りり

Nu-_
i-＝
 
＝
 

-
r
'
,
1
9
,
I
I
I
I
I
'
 

;

,

I

I

I

I

I

I

I

I

I

,

-

_

 
＝
 

~,' 

=-i-――
 "＂11ィ―― =-―― -i ＝

 
＝
 

――
 ――

 
=-=-

206次

肇辮瓢．辮誕詈警i

…--…＋ i 
式纂會＇

』l

0
1
 

3
•~ 6
↓・ 

9
,
t
 

”
↑

t
 

旧m 

纂薯遍 1J

兵部省遺構配置図

3
 



,．

C
 
肖 □`町[$

器田l~
ーす〗

犀i 
臼
だ

n

田
だlm□

豊

楽

院
l苧 I

打

罵

冑

ll；；ドU
i 本

富

n

平安宮宮城図

,tc 

m

虹c
 

二

t

A

省

ど

ど

ど

な

な

な

職

寮

茂

3
 
主

宮

学
巾

大
．

．

．

 

．

．

．

 

．

．

．

 三
官弁左

大
初

0

4

，
番
上
選

0

ロ

ug.qttu.各

'1笞
1‘#ro．凪，．
a9

（
ー
ニ
ニ
次
）

右
五
人
追
二
惜
正
八
位
下

輔
一
人
。
大
丞
一
人
。
掌
ら
む
こ
と
式
綿
の
大
丞
に
准
へ
よ
。
少
丞
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
大
丞
に
同
じ
。

ー

大

録

'-1
人
。
少
録
三
人
。
史
生
十
人
。
，
省
掌
二
人
。
使
部
六
十
人
。
肛
丁
四
人
。

卯
一
人
．
掌
ら
む
こ
と
、
加
が
印

tn
が
出
、
自
‘
酎
‘
町
即
の
こ
と
、
知
丑
叩
耳
の
名
帳
、
開
‘

酎
‘
霞
船
の
こ
と
、
兵
士
を
如
し
如
さ
む
こ
と
、
計
‘
爵
ヽ
出
tai"
叩
が
叩
。
大
輔
一
人
．
少

eヤ
9
ぷ

し

↑

ー

↑

兵
部
省
町
五
を
贅
ぶ
。

ド
じ
條
敗
阿
，
材
四
羅
絲
，
靡

r
兵
郎
財
」

r
兵
郎
」
・
「
兵
用
」

ー
3
 
去
出

今
上

0じ o11 !I'll 

2
 

籍
孫

ー

云
荼
口
l

応 OM

閃
＇
，
長
射
94"

前
月
二
十
日
、
省
、
籟
王
以
下
五
位
以
上
三
十
人
を
点
ず
．

nlj
二
日
、

を
佃
定
し
、
省
の
附
門
の
射
場
に
お
い
て
調
習
せ
し
む
．

屑
摂
邸

rh屈ー
‘
'
吐
罰
手
五
悪
蘭

上
術
、
＂
南
片
庇
に
着
す
．

閃
固
屈

U
氾
捻
足
韮
〗
士
活
簡
（
一
五
七
次
）

天
平
宝
字
四
年

n
u口
史
口
考
状

能
＜
射
る
者
二
十
人

ど

ど

ど

ど

な

可

m

な

な

な

可

司
5

匹

臼

＊

．

．

．

．

 

•••• 
．

．

．

．

 

•••• 

省

*

5

 

5

5

5

 f
 4

 


